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専
門
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目

1年

第13回目 

第14回目 

第15回目 

第16回目 

第17回目 

第18回目 

第19回目 

第20回目 

第21回目 

第22回目 

第23回目 

第24回目 

第25回目 

第26回目 

第27回目 

第28回目 

第29回目 

第30回目 

割合

毎回出席することが重要です。実技の授業なので、積極的な参加が求められます。評価の対象にもなります。

発表内容（態度含む）

その他

評価の領域 評価の基準

教科書を使用しない。プリントを配る。

授業参加態度 毎回出席することはもちろん、積極的な参加が重要である。

中間・学期末試験

成績評価の方法と基準

履修上の心得・ルール

レポート

調査報告書

小テスト

試験はスピーキングとヒアリングを中心に行う。

教科書と参考図書

佐野短期大学シラバス2013

単位数

2単位 選択

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

なし 授業中に指示します

第1回目 

第2回目 

第3回目 

第4回目 

第5回目 

第6回目 

第7回目 

第8回目 

第9回目 

第10回目 

第11回目 

第12回目 

1年 後期 別途。時間割表参照

授業の性格

演習

基礎英会話

（特になし）

この授業を終了すると、あなたは
①身近な環境についての文章や表現が理解できる。
②日常生活について具体的な情報交換ができる。
③自分の生活を紹介することができる。

初級英会話A

氏名

授業の形態

科目名
開講年次 開講学期 曜日・時限

Subject　Name

学習の成果

授業のスケジュールと内容

特になし

担当者に関する情報
オフィスアワー

なし

このコースは会話の授業なので、なるべく全部の時間を英語を話したり、聞いたりして、英語力を向上させるために使う。

このコースの目標は、
①前期に習った色々なことに積み重ねて、ヒアリングとスピーキングの力を上げることができるようにする。
②英文法も復習して、理解しやすい文書で話ができるようにする。

教科書を使わない、プリントを配る。ヒアリングとスピーキングを中心に授業を進める。スピーキングの時、先生と話す場合
はもちろん、学生同士でも英語で話すようにする。

授業の方法

授業の概要

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講することが望まれる科目

授業の到達目標


